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 論文審査の結果の要旨 

 
１  研究目的の評価 

脳内、特に視床下部の肥満細胞の存在意義を、I 型アレルギー誘発の炎症における視床

下部―下垂体―副腎系を標的にして、明らかにしようとしたもので、目的は十分に妥当で

ある。 

 

2  研究手法に関する評価 

イヌを用いて、組織学的手法により肥満細胞の脳内分布を、生理学的手法により視床下部

―下垂体―副腎系の反応を解析したもので、研究手法は妥当である。 

 

３  解析・考察の評価 

肥満細胞は血液・脳関門を欠く正中隆起部に高密度に存在して抗原の侵入に対応する。

肥満細胞から放出されたヒスタミンを介して視床下部―下垂体―副腎系が賦活化すること

により、I型アレルギー誘発の炎症反応に対する防御的機能が作動することを明らかにした

もので、本質的な生理学研究の成果として高く評価できる。 
 

 

以上のように本論文は、生体のホメオスターシス機構を探求する基礎医学研究に貢献する

ところが大であり、審査委員は全員一致で博士 (医学) の学位に値するものと判断した。 
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